
図１：再生骨材の規格（Ｈほど必要コスト・エネルギーが高く、Ｌほど低い） 図２:中性化促進試験装置内で CO2を吸着

（左）図３：通常の再生骨材の規格と、CO2吸着後の性能評価 

 低品質 L 規格のものほど、大きく品質が改善していることがわかる 
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～骨材のコンクリートへの再利用、ＣＯ2 削減を同時に実現へ～ 

炭酸化による再生骨材の品質改善効果を実証 
 

芝浦工業大学（東京都江東区／学長 村上雅人）工学部土木工学科の伊代田岳史准教授は、株式会社東京テクノ

（東京都町田市／代表取締役 松原篤）と共同で、コンクリート構造物解体時に生じるコンクリート塊（解体コン）

から取り出した骨材（再生骨材）に二酸化炭素（CO2）を吸着させることで、骨材自体の品質を向上させることので

きる効果について明らかにしました。 

解体コンのほとんどは路盤材として利用されていますが、今後道路建設の減少が推測されるため、コンクリート

構造物への再利用、すなわち再生骨材の普及が求められています。再生骨材は品質によって 3 段階の規格（図 1）

に定められていますが、解体コンから取り出した骨材を、十分な品質を担保した骨材として再利用するためには、

多くの製造コスト・エネルギーを要するため、なかなか再生骨材の利用が進まない現状があります。 

そこで伊代田准教授は、再生骨材に CO2 を吸着させることで骨材の品質改善に効果があること、特に多くのモル

タルを含んだ低品質の骨材ほど、改善の効果が高いことを明らかにしました。今後は、簡易で低コストに骨材の品

質向上を図り、コンクリート構造物として再利用しながら、骨材の炭酸化に工場の排煙などを利用することで、CO2

排出量削減も同時に実現するプロセスの構築を目指していきます。         

                                                       

解体コンは、主に路盤材として再利用されていますが、今後道路建設の減少が推測されるため、再生処理を経て、コン

クリート構造物として再利用することが望まれています。また、震災復興による建設工事の増加の影響によって、大量の

骨材が必要とされている一方で、天然骨材（川砂、海砂）の枯渇化も進んでいることからも、再生骨材の普及が求められ

ています。しかしながら、再生骨材は、一定の品質を得るためには、破砕したコンクリート塊から骨材に付着したモルタ

ルを取り除き、加熱させるなどの工程を経る必要があり、高エネルギー・高コストを要するために、なかなか再生骨材の

利用が進まない現状があります。 

 

伊代田准教授はこれを解決する方法として、コンクリートの炭酸化に着目し、再生骨材の品質改善技術について実証し

ました。中性化促進試験装置内で 1 週間、骨材に二酸化炭素を吸着させ、吸水率・密度をはじめ骨材としての性能を測定

（図 2）。その結果、コンクリート解体時に付着していたモルタルとの空隙が減少することで骨材の品質が向上し、さら

にコンクリートにしたときの乾燥収縮を抑える効果があること、そして特に多くのモルタルを含んだ低品質（再生骨材 L
や規格外）のものほど二酸化炭素の吸着率が高く、品質向上の効果が高いことが明らかとなりました（図 3）。 

    

 

 

 
 

 

 

 

 

 

この技術について伊代田准教授は、2014 年 3 月に（株）東京テクノと 

共同で特許を出願しており、今後セメント工場の排煙を利用して炭酸 
化を行う技術の確立を目指しています。このプロセスを確立すること 
で、高い品質の再生骨材を提供できると共にコンクリート産業界全体 
の二酸化炭素排出量の削減が期待できます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

本件に関するお問い合わせ・取材は下記担当までお願いいたします 
 

発信元：経営企画部 企画広報課 担当／川野 〒135-8548 東京都江東区豊洲３－７－５ 

TEL.03‐5859‐7070 FAX.03‐5859‐7071  E-mail：koho@ow.shibaura-it.ac.jp 

 再生骨材 H 再生骨材 M 再生骨材 L 
 

 

吸水率 
細骨材 3.0％以下 5.0％以下 7.0％以下 

粗骨材 3.5％以下 7.0％以下 13.0％以下 

 

用途 

普通骨材と同じ 

建築物にも利用可 

杭、耐圧版、基礎杭な

ど乾燥収縮や凍結融

解を受けにくい部材 

捨てコンなど高い

強度、耐久性を必

要とされない部材


